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定積分 (Definite Integral) (2008/07/10) 

 

6.3  定積分の計算 

 

不定積分の置換積分と部分積分についてすでに学んだので，ここでは定積分の置換積分と部分積分について

の話から始める． 

 

定理５：（置換積分法） )(  )( btatx  のとき次の式が成り立つ 
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証明： )(xF を )(xf の原始関数とすると， ))(( tF  は )('))(( ttf  の原始関数である．したがって，微分積分

学の基本定理より，  
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定理６：（部分積分法） )(),( xgvxfu  　 について次の式が成り立つ 
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証明： 
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例：次の定積分の値を求めてみう。 
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解：部分積分法を用いて問題を解く．よって  
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次の微分をまず計算する。 
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その結果をもとの積分に入れ換わる。 
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ここは 0 と同じですから、成り立つ 
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   これを知っておく。 
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